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    著者の独立はいかにして可能になったか (1) (♥)
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Author Earningsのデータを作成している匿名の人物が初めてインタビューを受け、公開のイベント (DBW2016)にも登場することが発表された。2年間の活動で転換期の米国出版市場の様相をユニークな方法で分析し、とくに出版社と作家たちに大きな衝撃を与えてきた人物は、新進SF作家にしてデータ解析の専門家だった。(全文＝♥会員)

全文は、有料購読会員になるとお読みいただけます。会員申込

紙時代の出版統計は現実を反映しない



SF作家たちが市場解析プロジェクトを始めた


SWRPとクラウド編集の可能性(♥)
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本号でご紹介したInkitt のサービスにおいて、キーワードは「編集」と「データ駆動」である。後者は最近のブーム（あるいはデフォルト）だが、前者については少し考えてみる必要がある。クラウド編集とは何を指すのか、それが著者にどんな価値をもたらすのだろうか。[全文＝♥会員]

全文は、有料購読会員になるとお読みいただけます。会員申込

クラウドに編集者が務まるか



出版の創造性は「編集」において生まれる


「ベストな書店」を目ざすKobo
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カナダの主要日刊紙Globe and Mail (2/19)は、Koboのマイケル・タンブリンCEOを取上げてかなり長文の記事にした。地味だが着実に本の読者のための仕事を続ける生き方は、間違いなく読書人の共感を得るものだ。それこそがNookとKoboの違いだろう。課題は、やはりエコシステムの独自性と展開力にある。それがなければ米国で成功しない。

学生時代に書店ビジネスに入ったタンブリンCEO

Koboは全世界に2,600万人のユーザーを擁し、470万点の書籍・雑誌を190ヵ国に配信している。事業は好調で、1月は過去最高の売上を記録した。E-Bookはカナダの出版売上の18%を占めていると推定される。Koboの熱心なユーザーは、毎月1冊のE-Bookと年間16冊の印刷本を購入している。世界市場の正確な推定は難しいが、アマゾン、アップルに次ぐ3位を占めていると考えている。以上がタンブリンCEOによる公式説明。

G&Mの記事 (by Shane Dingman)は、親会社の楽天が最近の決算でKoboについて9,500万ドルの「のれん代」減損処理を行ったことを見逃していない（これは業績目標を達成できなかったことによる）。しかし、かつてはカナダを代表するハイテク企業だったKoboが、楽天という複合企業の傘下に入り、限られたリソースでメディアの巨人たちに次ぐ3位の座を守っていることに共感をもって書いている。なんといってもカナダではアマゾンと競う存在で、UXの改善に努力を怠らず、ユーザーに支持されている。これがNookとの最大の違いだ。「書店としてベストでありたい」というタンブリンCEOの姿勢は妥当なものだ。

この記事ではタンブリン氏の経歴が紹介されているが、オンタリオ州ロックウッドの音楽を愛する家庭で育ち、大学で音楽を学ぶ傍ら、地元の書店で働き、1996年にカナダ最初のオンライン書店（Bookshelf.ca.）の設立に参加した。このスタートアップは、カナダ最大の書店チェーンであるIndigoに買収され(1998)、彼もしばらくIndigoで働いた。2000年に同社を離れ、ITスタートアップを経て、2003年に出版データサービス企業 BookNet CanadaにCEOとして迎えられた。2009年に Indigoの社内プロジェクトとして生まれたKoboをマイケル・サービニス氏とともに立ち上げ、とくに海外市場の開拓に取組んだ。複雑な提携交渉で相手がほんとうに必要としていることを短時間で理解し、商談をまとめてしまう能力に、かつての同僚は驚嘆している。



唯一の創業メンバー。課題山積でも衰えぬ情熱

Koboは、出版社や書店から憎まれるアマゾンに対して、好感の持てるパートナーとして業界に受け容れられた。TV番組まで製作し、消費者のライフ・スタイルを広汎にカバーするプライム・プラットフォームを提供するアマゾンとはビジネスモデルがまったく異なり、読者に依拠するしかないので、出来ることは限られている。市場がブームを迎え、コストが急増した2011年に、Indigoは3億1,500万ドルで売却を決断し、楽天Koboが誕生した。サービニスCEOや多くの幹部が去った中で、タンブリン氏は、これが区切りとは考えなかった。Koboに留まり、現在はCEOとしてチームのすべてを率いている。2012年当時とくらべてスタッフは減ったが、オペレーションのレベルは落とさず、前進を続けている。楽天がAquafadas やOverDrive を買収したことも、長期的にはプラス要因だ。

G&M紙の記事は、現在のKoboが直面する課題を、(1)高い顧客の年齢層（50歳代）、(2)資金不足、(3)若く有能な人材の不足、として要約する一方、すでに売上の15%を占めるまでになった自主出版支援事業(Kobo Writing Life)の成長などに希望を見ている。しかし、同じカナダのWattpadのソーシャル・プラットフォームは強力で、なんらかのシナジーを探さなければならない。The Future of Publishingブログのサド・マキルロイ氏は、米国市場で成功していないこと、そして海外市場ではアップルが当初の粗雑なマーケティング姿勢を改めてきたことを懸念として指摘している。客観的に見れば、確かにそうだろう。しかし、タンブリンCEOはこのビジネスを心から愛し、スタッフを信頼している。

記事は「私は、テクノロジーをフルに使い、とても人間的で文化的な問題を解決するためにデザインし実現する、このビジネスが好きです。その領域と規模の壮大さが、私をこの仕事に没頭させるのです」というコメントは、彼の中の作曲家のもののようだ、という言葉で締め括られている。◆ (鎌田、02/23/2016)


「ベストセラー発見器」Inkittのクラウド支援出版
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ベルリンでスタートしたソーシャル・プラットフォーム Inkitt が開業1周年を迎えた。「クラウド編集」をセールスポイントとするこのサービスは、英語圏を中心に急速にユーザーを拡大して成長し、従業員は15名を数えるまでになった。日本ではまだ認知・普及が十分ではないクラウド出版へのアプローチについて考えてみたい。

クラウドとベストセラー・アルゴリズム

Inkittは、ファンフィクションのライティング／出版支援を軸に、データ駆動を応用した新しいタイプの出版事業を志向している。同社の創業は2012年。最初からコミュニティとして出発したカナダのWattpadは「Kindle前」「自主出版ブーム以前」の2006年なので、Inkittはビジネスモデルというものが明確に意識された時代に登場したことになる。同社は著者と編集にフォーカスして独自性を訴求した。ユーザーが拡大していることは、現時点でビジネスモデルが的中した結果と考えてもよいだろう。

Inkittは2012年、ITエンジニアだったアリ・アルバザズCEOによって設立された。プライベート・ベータを経て、正式に立ち上げたのは2015年2月だから、かなり長い期間をかけて環境とマーケティングを練り上げていたと思われる。読者とともに明日のベストセラーを探し、あるいは育てて、著者のパートナーとして出版ビジネスに食い込みたいと考えているためだ。同社のサイトにはAIによる読書パターン解析アルゴリズムが導入されており、成功の確率が高いものは出版社から印刷本として出版する。コンセプトの一つは、オンライン出版と印刷出版の間の架け橋になるということだ。ジャンルは、ファンタジー、SF、ホラーなど。すでに2015年に新人デビューを成功させたとしている。



青天の霹靂を呼び込み、導く!?

ベストセラーは「青天の霹靂」と考えられており、「有名作家」あるいは「有名人」から作品を得るのが大出版社の常套手段だ。だからコストが高く、マンネリに陥りやすい。出版関係者は「成功しない」ものだけは確実に見分けられることを確信している。しかし、近年の自主出版のデジタルファーストでの成功は、その自信を揺るがせている。

伝統出版社は、無名作家によるベストセラー作品をほとんど発見できていない。『ハリー・ポッター』は出版社から12回も突き返され、『トワイライト』は14回、S･キングの『キャリー』は30もの出版社から断りを喰った。出版社は一般の読者とは違う鑑識眼を持っており、そのために何度でも見逃してしまうのだ。Inkittの創業者たちが注目したのは、E･L･ジェームズの『フィフティ・シェイズ』で、彼女が『トワイライト』のファンフィクション・サイトに投稿し、コミュニティのフィードバック（ピア・レビュー）を得て、何度も書き直した後、オーストラリアの小出版社の目に留まり、E-Bookで最初の成功を得て後、最終的にランダムハウスによる大ベストセラーに結びつけたことだ。彼らは著者が、未完成原稿をコミュニティのレビューに任せたことで無意識にクラウド・エディティングを行ったと解釈した。

世間は＜ファンフィク→E-Book→ベストセラー＞と短絡したのだが、Inkittは編集とリライトのほうに注目した。そして過去の成功例から「読者」の読み方をパターン化し、「ベストセラー発見器」と「ライティング・ガイド」を開発し、精度を高めていった。小説の物語構造、文体などではコンピュータ解析が、かなり以前から行われており、こうした蓄積とWebアナリティクスを融合させることで、「ベストセラー発見器」に結びつけた発想はユニークなものだ。ファンフィクは枠組が共有されているので、フィードバックを最も得やすいテーマ／環境といえる。今後アルゴリズムが進化すればブランドとしての知名度も上がるだろう。◆ (鎌田、02/23/2016)


B&Nはオン／オフ連携をデザインできるか
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B&Nが年内に新しいデジタル対応書店のモデル店舗をオープンするアイデアを表明した(i-Retailer)。アマゾンの書店逆進出を迎え撃つ形となるが、同社は2012年にも既存店舗のデジタル化を計画したものの、社内の抵抗で挫折した経緯がある。深刻な危機に見舞われている全米最大の書店はここから巻き返せるのだろうか。

オン／オフ連携は小売業界最大のテーマ

ロン・ボイリーCEOがカリフォルニア州パームスプリングスで開催されたeTail West で語ったもので、モバイル、デスクトップ、ストアがフルに連携された「デジタル体験」に向かってのストアの挑戦とされるが、コンセプトや場所などの詳細は述べていない。「いま申し上げられることは、2016年というカレンダーと、それがB&Nの既存店舗とは違ったものとなるということだけです。」とりあえずゴールは設定された。アマゾンと似ていたとしても問題はない。プロトタイプが実証され、それが全店舗に導入可能なものならば。

アマゾンが昨年11月にシアトルに開設した書店(Amazon Books)は、その後も大きな波紋を生んでおり、400点以上の大量出店というかなり怪しい噂までがWall St. Journalに報じられて小売業界も驚かせた。それはオンライン（デスクトップとモバイル）とオフライン（ストア）の連携が小売業界全体にとっての最大のテーマであることを、オンラインの覇者が示していると感じられたからだろう。

B&NでNookを立ち上げたウィリアム・リンチCEOは、かつて（2012年）NFCチップを本か書棚に取付け、来店者がサンプル（オンラインで）入手できるようにするアイデアを示したことがある(Fortune, 05/01/2012)。利用者からするととても魅力的なものだったが実現することはなかく、リンチ氏は退場した。書店の「ショールーム化」を怖れたためだと思われる（The Digital Readerは「CEOがリンチされた」と駄洒落を飛ばしている）。その後、同社はデジタルをめぐって迷走を続け、Nookは失速し、Webストアのリニューアルにも躓いた。現在は玩具やパスタまで売って客足を確保しつつ、買い手を待つだけの状態と言われている。



Amazon Booksの真似なら無意味

これまで「既存店舗」を絞り込んで売上を維持する以外、何のビジョンも行動も示さなかったB&Nが、初めて「オフライン・デジタルストア」構想が示された。これがAmazon Books登場以前から練られていた可能性は残念ながら低い。あまりに情報が薄いためだ。時代はオン・オフの二択から、連携・共用の時代に入った。それをリードするのは「オンライン」であるなぜならモバイルはほぼ常時オンになっているのに対して、ストアのほうはオフの時間のほうが長いからだ（これにはプラスもある）。

アマゾンの店舗は7,500平方フィート（210坪）あまりとコンパクトで、オンラインのデータから約5,000点に絞られた本は、表紙が見えるように、Kindle/FireやEchoのようなデバイスとともに陳列されている。最初からオン・オフの連携を中心にデザインされている。B&Nの標準的店舗は30,00040,000平方フィート（8431,124坪）なので、これと別に小規模実験店舗を考えたのだろうが、アマゾンが恐れるとすれば、B&Nのスペースが完全に「デジタル体験」を提供する場となることだろう。B&Nにしてもウォルマートにしても、大店舗は、その大きな身の丈に合った「デジタル体験」をデザインする必要がある。その際に最も重要なことは、まず既存顧客のライフスタイルに合わせ、その満足や感動をデザインすることでなくてはならない。「ショールーム化」を怖れるようなことでは話にならない。「デジタル体験」はすぐに答えが出るようなものではないから、「モデル店舗」は有効なステップとはならないように思われる。◆ (鎌田、02/25/2016)
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